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②補足 高次の資質･能力の上限を定めよ
－単元を超えるか否か－

（次期学習指導要領にむけた審議まとめの方向性）



審議まとめの方向性

①「個別最適な学び」は次期学習指導要領のどこに落とし込まれるか

②「中核的な概念」の深い理解から「統合的な理解」「総合的な発
揮」へ、最後の問題点は？

③ 総合的な学習･探究の改善点－情報教育とのカップリングからマイ
探究（個人探究）へ

④ 学習評価（観点別評価）－学びに向かう力・人間性等を各教科等
の個別水準で見取れる形式を示せるか？

⑤ 高校にとっての柔軟な教育課程－義務教育段階での施策とのズレ
をどのように埋めるか 2

②補足 高次の資質･能力の上限を定めよ－単元を超えるか否か－





4

高次の資質・能力の はどこまで？

高次の資質・能力

高次の資質・能力は
中核的な概念層まで

考え方１

高次の資質・能力は
見方・考え方まで

考え方２
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補 足

教科の本質は「見方・考え方」である

・委員「教科の本質は単元を超えることだ」

・溝上「改訂審議の作業で重要なのは、単元に
おける高次の資質・能力（統合的な理解・総合
的な発揮）を学習評価の対象とすべきであり、
見方･考え方それ自体を学習評価の対象にしない。
学習指導要領というのは単元学習を「見方・考
え方」に向かって目標、指導法、評価などの観
点からガイドすることであり、単元を超えた議
論をここではしない方がいい。

・溝上「？・・・」
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（学習）とは何か

「教育課程総則・評価特別部会（第9回）」令和8 [2026]年6月1日

（例）
・小学校算数「割合」の単元

・８時間で構成
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内容のまとまり

１ ごみはどこへ
２ 水はどこから
３ くらしと電気

３章 自然災害にそなえるまち
づくり

１ 水害に備えるまちづくり
２ 火山の噴火にそなえて
３ 雪の災害にそなえて

教科書『小学社会４』（教育出版）

単元

単元

単元

２章 健康なくらしとまちづくり

目標と内容

・国立教育政策研究所教育課程研究センター『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する
参考資料』令和2 [2020] 年3月（各教科版）

・「教育課程企画特別部会（第15回）」令和8 [2026]年5月13日

目標と内容に基づいた「指導と評価の一体化」（学習評価）



（私見）
• 単元とは、目標と内容のまとまりを実際の

指導や学習に落とし込んだ、あるまとまり
のある学習時間や内容のこと

（例：8時間構成で行う指導や学習）

• 単元学習を通して、内容のまとまりまで評価す
ることが求められる（＝指導と評価の一体化）

• 改訂審議では、内容を観点（知識及び技能／思考力・判断力・表現力等）に
対応させるだけでなく、高次の資質･能力（統合的な理解・総合的な発揮）
にまで対応させて、一体的表記をしている。

• 以上のことは、単元学習が高次の資質・能力を身に付けることまで含めて扱われ
ていることを意味する。

• 教科の本質は、内容のまとまりを総合的にまとめた見方･考え方として示される
ものであり、それゆえ、単元を超えることが教科の本質と言うことはできても、
単元を超えた学習（見方・考え方）を評価対象とまで言うことはできない。
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単元を超えることが求められるように見える課題でも単元学習
として示される例

・（小６社会）わたしたちの暮らしを支える政治（教育出版）

（例）政治のはたらきを自分のまちの中から探して考えよう

（例）SDGsの視点から「わたしたちの暮らしを支える政治」について考えてみよう

・（中学生の地理）近畿地方（帝国書院）

（例）古くから商業が発達（水の都、天下の台所）、古都としての奈良･京都の歴史・
文化等

→小６社会（日本の歴史）との横断

同一教科等における単元間横断はもちろんのこと、学校種を超えた同一教科、
他教科、実際の社会等との横断は、単元として、あるいは単元内の学習として
取り組まれている
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（例）高校数学I）社会を読み解く数学（内容のまとまり）

（例）中学校・高校数学I）数学ガイダンス[仮称]（内容のまとまり新設）

「教育課程企画特別部会（第15回）」令和8 [2026]年5月13日

数学ガイダンス社会を読み解く数学

旧来の内容のまとまりで扱えない新たな学習が必要となった時には、単元
を超えるのではなく、新たな内容のまとまりを創設する



審議まとめの方向性

①「個別最適な学び」は次期学習指導要領のどこに落とし込まれるか

②「中核的な概念」の深い理解から「統合的な理解」「総合的な発
揮」へ、最後の問題点は？

③ 総合的な学習･探究の改善点－情報教育とのカップリングからマイ
探究（個人探究）へ

④ 学習評価（観点別評価）－学びに向かう力・人間性等を各教科等
の個別水準で見取れる形式を示せるか？

⑤ 高校にとっての柔軟な教育課程－義務教育段階での施策とのズレ
をどのように埋めるか 11

②補足 高次の資質･能力の上限を定めよ－単元を超えるか否か－

次
回




